
沖縄サミバ
參
参

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
集
う
主
要
八

力
国
の
「
経
済
先
進
国
」
に
対
し

て
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
先
進
国
」
と
い
今

言
葉
を
紹
介
し
た
い
。

　
ア
ジ
ア
地
域
で
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー

ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

が
そ
の
代
表
国
で
あ
る
。
巡
だ

し
、
こ
れ
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
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視
点
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織
）
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
口

１
・
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
こ
と
を
言
い
、

決
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
こ

と
も
な
く
日
本
に
い
る
私
た
ち
に

は
分
か
り
に
く
い
存
在
で
あ
る
。

　
実
際
は
、
政
府
の
行
き
届
か
な

い
分
野
や
地
域
を
民
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
不
可

欠
の
存
在
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
に

よ
く
登
場
す
る
欧
米
の
イ
ン
タ

で
あ
る
。

　
私
が
代
表
理
事
を
し
て
い
る
国

連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
は
ア
ジ

ア
地
域
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

な
ど
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

た
め
に
母
子
保
健
や
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
経
路
―
宿
主
」
の
い
ず
れ
か

へ
の
対
策
が
有
効
で
あ
り
、
知
識

が
非
常
に
有
効
な
予
防
対
策
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。

　
成
功
例
の
分
析
が
成
功
に
直
結

す
る
。
日
本
で
は
第
二
次
世
界
大

戟
敗
戟
後
の
な
い
な
い
づ
く
し
の

状
況
で
人
々
の
健
康
を
守
り
、
増

進
し
て
き
た
成
功
事
例
が
あ
る
。

　
保
健
所
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
お
け
る
保
健
衛
生
活
動
や
学

感
染
症
予
防
は
「
知
識
」

ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
を

Ｉ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
空
飛
ぶ

大
鵬
な
ら
、
こ
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
地
面
を
這
（
は
）
う
虫
と
も

言
え
る
。

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
は
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の
感
染
症

対
策
が
議
論
さ
れ
基
金
の
創
設

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
こ
れ
ら

の
感
染
咀
対
策
は
深
刻
な
問
題

種
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
る
が
、
エ
イ
ズ
や
マ
ラ
リ
ア

な
ど
の
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
深
刻
化
の

背
景
に
は
「
貧
困
と
知
識
の
欠

如
」
が
考
え
ら
れ
る
。
貧
困
の
改

善
は
Ｉ
朝
一
タ
に
は
難
し
い
。
し

か
し
知
識
の
啓
も
う
普
及
は
急
ぐ

べ
し
。
な
ぜ
な
ら
感
染
症
は
コ
ッ

ホ
の
三
原
則
と
い
う
「
感
染
源
―

校
に
お
け
る
衛
生
教
育
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
婦

人
会
、
栄
養
改
善
を
推
進
す
る

会
、
母
と
子
の
健
康
を
守
る
会
な

ど
の
各
種
団
体
に
よ
る
衛
生
教
育

や
健
康
教
育
な
ど
の
啓
も
う
活
動

で
あ
る
。
こ
れ
は
純
粋
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
も
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
現
代
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
（
民
間
非
営
利
組
織
）
活
動
そ
の

も
の
で
あ
る
。

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
て
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の
感
染
症

対
策
の
基
金
が
創
設
さ
れ
る
な
ら

下
記
の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
①
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
の

再
認
識
と
感
染
症
対
策
機
能
の
育

成
。
　
　
　
　
　
ハ

　
②
口
１
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る

継
続
的
支
援
策
の
強
化
。

　
③
日
本
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
各
種
団
体
の
役
割
の
体
系
化
と

紹
介
。

　
④
す
で
に
存
在
し
て
い
る
日
米

コ
モ
ン
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
の
連
携
強

化
。

　
⑤
外
務
省
の
草
の
根
無
償
資
金

協
力
と
の
連
携
強
化
。

　
簡
単
に
百
え
ば
、
す
で
に
各
国

で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
ロ
ー

カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
社
会
資
源

と
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
困
難
な
時
期
を
克
服
し
た
成

功
例
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
せ
た
う

え
で
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る

知
識
の
啓
も
う
普
及
活
動
を
幅

広
く
実
施
す
る
と
い
う
現
実
的
対

応
策
に
基
金
が
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
提
言
す
る
。
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